
グループワーク説明資料
重点行動項目の整理

（１）説明［10分］
（２）水害リスクの確認［20分］
（３）重点行動項目の確認［20分］
（５）グループ共有［ 20分］
（４）発表（全体共有）［10分］
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吉井川水害タイムライン検討会



吉井川水害タイムライン検討会
グループワークの内容
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令和元年7月25日 吉井川水害タイムライン検討会 （発足式・第１回）
“座長選任”、“グループワーキング”（水害リスクの確認、自機関の水害リスク別の重点行動項目の整理）

令和元年8月上旬頃 吉井川水害タイムライン検討会（第２回）
“グループワーキング”（ 水害シナリオの確認と対応行動のトリガー、行動の連携機関の確認）、

“全体ワーキング” （全体で役割分担や調整事項を合意形成）

令和元年8月下旬頃 吉井川水害タイムライン検討会（第３回）
タイムライン（素案）の全体共有と運用方法の確認、読み合わせ

「吉井川水害タイムライン（試行版）」のとりまとめ

令和元年6月11日 吉井川水害タイムライン勉強会
“吉井川の水害特性の把握、タイムラインの説明、今後の進め方”

連携するライフライン機関・交通機関・報道機関の抽出（関連市町村）

以降、振り返り、改善、運用を継続的に実施する。

■事前準備（事務局）吉井川流域に影響のある水害リスクの整理
（本川外水、支川外水・内水、高潮、土砂災害）の抽出

令和元年12月頃 吉井川水害タイムライン検討会（第５回）
「吉井川水害タイムライン《令和２年度版》」に向けたとりまとめ

■事前準備（事務局）「水害シナリオ」、 「タイムライン（素案）」の作成

令和元年11月頃 吉井川水害タイムライン検討会（第４回）
吉井川水害タイムライン（試行版）の振り返り、改善事項の確認

「吉井川水害タイムライン（試行版）」の試行運用（台風期）

マルチハザード
の被害を把握し
て、重点行動項
目を抽出する。

今回



本日のグループワークの内容
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①水害リスクの確認［20分］
“水害リスク図”を確認して、自機関に係る水害リスクを確認する。

②重点行動項目の確認［20分］
水害リスクに対して、実施すべき重点行動項目を抽出する。

③グループ共有［20分］
水害リスクに対して、事前準備・直前・直後で実施すべき重点行動項目を確

認する。

④全体共有［10分］
テーブルごとに“重点行動項目シート”の内容を発表し全体で共有

水害リスク図、水害リスク分析シート（A3）

重点行動項目抽出シート（A3）

発表シート（A0）

水害リスク分析シート（A3）、重点行動項目抽出シート（A3）、発表シート（A0）



グループワークの構成
 地形・氾濫特性から分けられるエリアや防災対応の目標が重なる機関・部署で
グループ分け

テーブル
No. グループ名 対象機関 実施目標

① 自治体（本川下流）
(避難対応)

岡山市、瀬戸内市、赤磐市 避難所開設、避難情報発令、要配慮
者への対応等、所管施設の管理・運
用

② 自治体（本川下流）
(土木等)

岡山市、赤磐市

③ 自治体（本川上流） 和気町、津山市、鏡野町、
美咲町

④ 自治体（支川） 備前市、美作市、勝央町、
奈義町、西粟倉村

⑤ 国
岡山地方気象台、苫田ダム管
理所、岡山河川事務所、岡山
国道事務所

気象情報や河川情報等を発信

⑥ 県・警察・自衛隊 岡山県、岡山県警察本部、
陸上自衛隊

大規模避難の指揮や避難誘導、救助

⑦
広報・報道 報道事業者、NPO 被害情報や対応状況、避難情報の住

民へ広報・報道

交通・運輸 交通事業者 帰宅困難者の抑制や所管施設の早期
復旧

⑧ ライフライン
ライフライン事業者 機能停止の予防、早期復旧
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①水害リスクの確認【20分】
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洪水に対するリスク 内水に対するリスク

高潮に対するリスク 土砂災害に対するリスク

水害リスク分析シート 機関･部署名

水害リスク図 水害リスク分析シート

 “水害リスク図”を確認して、
自機関に係る水害リスクを
“水害リスク分析シート”に
付箋で張り出していく。

水害リスク分析の視点
 所管施設の水害リスク
 管轄するエリアの水害リスク
 自治体であれば地域住民、交通機関・ライフ
ライン関係機関であれば利用者の水害リスク

水害リスク図を確認し、所管施設や
管轄エリア、地域住民等がどのよう
なリスクに対してどのようなリスク
があるか確認していく。

リスク別（洪水、内水、土砂災害、
高潮災害）に、自機関に係る水害
リスクをピンク付箋で貼り出す。

ほとんどの
地域で立ち
退き避難が
必要となる

緊急輸送路
が内水氾濫
により冠水

する

市役所が水
没する恐れ
がある。

避難所が土
砂災害警戒
区域内にあ

る。

要配慮者利用
施設が土砂災
害警戒区域内
にある。



時期 事前準備（発災の3日～1日前） 発災前（発災1日前～直前） 発災直後（発災～1日後まで）

洪
水
に
対
す
る
行
動
項
目

（
旭
川
・
高
梁
川
の
事
例
）

自
機
関
の
重
点
行
動
項
目

洪
水

内
水

土
砂
災
害

高
潮

ダム操作の準備
水防活動の準備、樋門・排水・取水ゲート操作の準備、
道路通行止めの準備、水防活動の準備

ダム操作の準備、放流開始、ダム操作の実施、異常洪水時防災操作の実施
水防活動の実施、陸閘操作の実施
パトロールの準備、パトロールの実施、水防従事者・パトロール員の退避

指定避難所の開設準備、福祉避難所の開設準備
小中学校の休校準備
要配慮者避難支援の準備、住民避難の事前準備

小中学校の休校、自主避難所の運営支援、指定避難所の開設、福祉避難所の開設
避難準備・高齢者等避難開始の発令、避難勧告の発令、避難指示（緊急）の発令
住民避難の準備、要配慮者避難の実施、住民避難の実施、避難誘導の実施、誘導員の退避

代替設備の稼働確認 復旧対応の準備、供給停止エリアの把握・対応

公共交通機関の運行停止準備 利用者の安全確保、鉄道の運行停止、バスの運行停止、職員の退避

台風・大雨情報の放送、気象警報・注意報の放送
交通情報の放送

ライフライン情報の放送、被害情報の放送、避難準備・高齢者等避難開始の放送
避難勧告の放送、緊急情報の放送、避難指示（緊急）の放送

ダム・河川・
道路管理

関係機関への応援要請、
通行止めの実施、道路啓開作業の実施

被害状況の把握、救助活動の実施

早期復旧対応、立ち入り規制

設備被害の復旧対応

被害情報の放送

避難・救助
対応

ライフライン

公共交通

報道

②重点行動項目の確認［20分］
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 水害リスクに対して、実施すべき重点行動項目を事前準備・発災前・発
災直後で区分して抽出する。

土砂災害危
険箇所の立

入規制

陸閘の操作
準備

陸閘の閉操
作の実施

内水常習地
域への排水
ポンプ車配
備要請

内水発生箇
所への排水
ポンプ車配
備要請

重点行動項目を記載する上での参考として
旭川・高梁川水害タイムラインから、洪水に対する行動項目（第１階層）を記載

重点行動項目は、リスクごとに抽出し、横線で
分類する。

水害リスクへの対応とし
て、事前準備段階（発災
の3日~1日前）に実施す
べきこと、発災前（発災
1日～直前）に実施すべ
きこと、発災害直後（発
災＝1日後まで）に実施
すべきことを、黄色付箋
に書いて、重点行動項目
抽出シートに貼り出す。

避難情報の
発令

避難所の開
設

洪水に対す
る注意喚起

災害発生情
報の発令

避難誘導の
実施



重点行動項目
水害リスク

時期 事前準備 発災前 発災直後

ハ
ザ
ー
ド

洪
水

内
水

発表シート グループ名

③グループ共有［20分］
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 全体発表に向けて、機関・部署ごとに検討した①、②の内容をグループ
内で共有する。

 水害リスク分析シート、重点行動項目シートの内容を機関・部署ごとに
発表しながら、特に重要・影響が大きい水害リスク、重点行動項目や、
他機関と連携した対応が必要な重点行動項目を発表シート（大判）貼り
出す。

ほとんどの地域
で立ち退き避難
が必要となる

○○市○○課

機関・部署名
を追記して
ください。

避難情報の
発令

○○市○○課

避難所の開設

○○市○○課

災害発生情報
の発令

○○市○○課



④発表（全体共有）［10分］

7

本日のグループワークの成果の全体共有として、発表シートを用いてテーブ
ルごとに1分程度で発表

 グループで共通するような水害リスク、重点行動項目
 他のグループと連携が必要な重点行動項目

※テーブルごとに代表者の方に発表していただきます。



吉井川水害タイムラインポータルサイトの試行について
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 旭川・高梁川のタイムライン検討会では、防災対応を行う上で必要な情報（気象情報、河川
水位情報、道路情報等）が、散在しており情報収集に時間がかかるという課題があがった。

気象に関する情報 道路に関する情報水位に関する情報

交通に関する情報ライフラインに関する情報降雨に関する情報

防災対応に必要な情報が散在



吉井川水害タイムラインポータルサイトの試行について
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 参加機関が情報収集を効率的に行えるよう各機関が公表しているホームページへのリンクを
整理した｢吉井川水害タイムラインポータルサイト」を作成

 本出水期は、試行運用期間とし検討会参加機関のみにID,PWを付与

「災害・被害に関する情報」、
「気象に関する情報」等のカテ
ゴリに分け、各情報へのリンク

道路規制情報

警報級の可能性



今後の予定
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令和元年7月25日 吉井川水害タイムライン検討会 （発足式・第１回）
“座長選任”、“グループワーキング”（水害リスクの確認、自機関の水害リスク別の重点行動項目の整理）

令和元年8月上旬頃 吉井川水害タイムライン検討会（第２回）
“グループワーキング”（ 水害シナリオの確認と対応行動のトリガー、行動の連携機関の確認）、

“全体ワーキング” （全体で役割分担や調整事項を合意形成）

令和元年8月下旬頃 吉井川水害タイムライン検討会（第３回）
タイムライン（素案）の全体共有と運用方法の確認、読み合わせ

「吉井川水害タイムライン（試行版）」のとりまとめ

令和元年6月11日 吉井川水害タイムライン勉強会
“吉井川の水害特性の把握、タイムラインの説明、今後の進め方”

連携するライフライン機関・交通機関・報道機関の抽出（関連市町村）

以降、振り返り、改善、運用を継続的に実施する。

■事前準備（事務局）吉井川流域に影響のある水害リスクの整理
（本川外水、支川外水・内水、高潮、土砂災害）の抽出

令和元年12月頃 吉井川水害タイムライン検討会（第５回）
「吉井川水害タイムライン《令和２年度版》」に向けたとりまとめ

■事前準備（事務局）「水害シナリオ」、 「タイムライン（素案）」の作成

令和元年11月頃 吉井川水害タイムライン検討会（第４回）
吉井川水害タイムライン（試行版）の振り返り、改善事項の確認

「吉井川水害タイムライン（試行版）」の試行運用（台風期）

マルチハザード
の水害シナリオ
を把握して、連
携機関の確認・
意見交換を行う。

次回



参考：警戒レベルの運用を踏まえたタイムラインレベル
の表現・基準
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タイムライ
ン

レベル

タイムライン
レベル0

(3日前準備)

タイムライン
レベル0

(2日前準備)

タイムライン
レベル1

タイムライン
レベル2

タイムライン
レベル3

タイムライン
レベル4

タイムライン
レベル5

警戒
レベル

－ － 警戒レベル1 警戒レベル2 警戒レベル3相当 警戒レベル4相当 警戒レベル5相当

目標 内部調整 機関調整 地域調整 避難（内水） 早期避難(外水) 避難（外水） 緊急対応

状況

• 3日後に台風が
高梁川流域に影
響するおそれ

• 2日後に台風が
高梁川流域に影
響するおそれ

• 水防団待機水位の超
過

• 内水氾濫発生の見込
み

• 氾濫注意水位超過
• 内水氾濫発生

• 避難判断水位超過
• 中小河川の氾濫によ
る浸水発生

• 氾濫危険水位超過 • 堤防の決壊
• 土砂災害の発生

気
象
情
報

洪
水

• 早期注意情報
（警報級の可能
性）【目安：3
日後に影響】

• 早期注意情報
（警報級の可能
性）【目安：2
日後に影響】

• 早期注意情報（警報
級の可能性）【目
安：1日後に影
響】）

• 洪水警報の危険度分
布（注意）

• 洪水注意報
• 大雨注意報
• 大雨警報（浸水害）

• 洪水警報
• 洪水警報の危険度分
布（警戒）

• 洪水警報の危険度分
布（非常に危険）

• 大雨特別警報（浸水
害）

土
砂

• 土砂災害に関する
メッシュ情 報（注
意）

• 大雨警報（土砂災
害）

• 土砂災害に関する
メッシュ情 報（警
戒）

• 土砂災害警戒情報
• 土砂災害に関する
メッシュ情 報（非常
に危険） 、（極めて
危険）

• 大雨特別警報（土砂
災害）

河川
情報

• 氾濫注意情報 • 氾濫警戒情報 • 氾濫危険情報 • 氾濫発生情報
• 災害発生情報

避難
情報

• 避難準備・高齢者等
避難開始

• 避難勧告
• 避難指示（緊急）

住民等の行
動

• 心構えを高める • 避難行動の確認 • 高齢者等は避難
• 他の住民は準備

• 避難 • 命を守る最善の行動

※タイムラインレベルごとの事象と気象情報、河川情報、避難情報の発表のタイミングは出水により前後する可能性がある。
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